
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ま
す
。
オ
ー
プ
ン
シ
ス
テ
ム
や
セ
ミ
オ
ー
プ

ン
シ
ス
テ
ム
の
利
用
、
院
内
助
産
所
開
設
の

流
れ
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。 

こ
の
地
域
で
も
、
昨
年
は
豊
川
市
民
病
院

に
院
内
助
産
所
が
で
き
、
今
年
は
豊
橋
市
民

病
院
に
バ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
里
帰
り
出
産
の
受
け
入
れ
も
制
限
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
豊
橋
市
民
病
院
で
は
４

月
２１
日
以
降
の
出
産
予
定
日
の
方
か
ら
受

け
入
れ
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
新
城

以
北
の
北
部
医
療
圏
（
新
城
市
、
設
楽
町
、

東
栄
町
、
豊
根
村
）
に
は
ま
だ
出
産
施
設
が

あ
り
ま
せ
ん
。 

 

し
ん
し
ろ
助
産
所
で
は 

 

助
産
師
は
正
常
分
娩
の
お
世
話
は
で
き

ま
す
が
、
正
常
か
否
か
は
産
ん
で
み
な
い

と
分
か
り
ま
せ
ん
。
異
常
が
分
か
っ
て
か

ら
の 

 

１
．
病
院
健
診
に
同
伴
す
る
こ
と
で
、
妊
婦

さ
ん
の
情
報
共
有
や
医
療
連
携
が
ス
ム

ー
ズ
。
妊
娠
中
に
異
常
が
起
き
た
際
に

も
以
後
の
管
理
を
聖
隷
三
方
原
病
院
が 

 
 

引
き
続
き
お
こ
な
っ
て
く
れ
る
た
め
、

安
全
。 

２
．
出
産
入
院
時
も
助
産
師
が
車
に
同
乗
す

る
た
め
、
病
院
ま
で
の
移
動
が
安
心
。 

安
全
な
お
産
を
目
指
し
て

2006
年
に
日

本
産
科
婦
人
科
学
会
が
「
ハ
イ
リ
ス
ク
妊

娠
・
分
娩
を
取
り
扱
う
公
立
・
公
的
病
院

は
、
３
名
以
上
の
産
婦
人
科
に
専
任
す
る

医
師
が
常
に
勤
務
し
て
い
る
こ
と
を
原
則

と
す
る
。
」
と
い
う
緊
急
提
言
を
だ
し
て

か
ら
、
こ
の
提
言
を
契
機
に
、
関
連
病
院

の
集
約
化
が
す
す
ん
で
い
ま
す
。 

 

２４
時
間
３６５
日
い
つ
始
ま
る
か
分
か
ら

な
い
の
が
お
産
で
す
。
少
な
い
人
数
で
あ

た
れ
ば
医
療
者
、
妊
産
婦
双
方
か
両
者
の

い
ず
れ
か
に
無
理
が
お
き
ま
す
。
医
師
の

3K
と
い
わ
れ
、
若
い
医
師
た
ち
に
敬
遠
さ

れ
た
の
も
職
場
環
境
の
厳
し
さ
ゆ
え
で

す
。
こ
う
し
た
経
緯
を
経
て
、
今
で
は
職

場
環
境
も
改
善
さ
れ
産
婦
人
科
を
目
指

す
医
師
も
増
え
て
き
ま
し
た
。
医
療
施
設

や
産
科
医
と
助
産
師
の
連
携
も
進
ん
で
い 
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ら
の
搬
送
で
は
遅
き
に
失
し
て
し
ま
う

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
安
全
な
出
産
を
考

え
る
時
、
現
時
点
で
は
必
要
時
、
医
療

が
直
ぐ
受
け
ら
れ
る
環
境
は
ポ
イ
ン
ト

が
高
く
重
要
で
す
。 

左
欄
に
聖
隷
三
方
原
病
院
に
い
る
嘱

託
医
と
連
携
し
て
行
な
っ
て
き
た
助
産

所
の
ケ
ー
ス
を
ま
と
め
み
ま
し
た
。 

第５号 

病
院
と
連
携
し
て
分
娩
リ
ス
ク
に
対
応 

34 

3 

開設～25年11月までに 

 助産所で出産した37例の内訳 

 

しんしろ助産所を利用して 

 

私がしんしろ助産所を利用して出産しようと思った最大の理由に、上の子たちの出産がすべて、新城市民病院で産んでいるという事にありました。あのと

きお世話になった、顔なじみの助産師さんのもとで産みたいと思ったからです。 

助産所のシステムについては、正直不安に思うところもありました。そのひとつに、助産所からの距離の事「ほんとに間に合うのか？」「途中で生れるこ

とはないのか？」という質問を何度もしてしまったような気がします。今思えば、どの病院を選んだにしても、この不安というのは付いて回ったのだと思い

ますし、お産という大きな試練を前にする妊婦ならだれでも、きっと一度は経験する悩みであったんじゃないかと思うのです。そんな中でも私は良い選択を

したと 今でも思うのです。しんしろ助産所を選んで正解だったと！！ 

 お産は何があるかわからないからと所長さんがいつも言われていたのを忘れられません。本当にお産は何があるかわからない！！そこまでは順調に来てい

たのに。 

妊娠３８週にて高位破水と熱発 胎児の心音低下にて緊急帝王切開となりました。本当にあっという間の出来事でした。胎児の心音低下 いろいろな思い

が廻る中、不思議と精神は平静を保つ事ができました。やはりそこには助産師さんの支えがあったからだと思うのです。助産所での診察や定期的な病院での

診察、すべてに助産師さんが同行してくれたこと、その中で過ごす時間の中で、様々な会話をし、お産についての事を教えていただいたり、今の自分の不安

を聴いていただいたりと、常に私の事、私のお産の事、子どもの事に、まっすぐに向き合ってくれる、そんな思いを感じる事ができ、いつの間にか助産師さ

んに厚く信頼を寄せる事が出来たという事が一番の要因であると思うのです。 

そしてもうひとつの要因に、受け入れ病院との連携がきちっと出来ている事、医師との連携がきちっと出来ているという事が、一様に感じる事が出来私の

安心につながったのだと思うのです。一般的に考えると施設管理から病棟管理への一連の流れには、大きな隔たりがあり、大変な手間となるのではないか?

と疑念を感じるところではありましたが、今回、その流れは、とてもスムーズでありひとつのロスも感じる事がなかったように思います。やはりそこにはし

んしろ助産所の助産師さんと担当医師との信頼が構築されており、担当医師も、妊婦に対し、助産所管理の時点から 気にかけてくださった結果であると身

をもって感じました。まさにこれこそが安心安全なお産といえるのだと思いました。また、たんぽぽの助産師さんにも入院から退院まで担当外ではあるのに

いつも病室に来て頂き、たくさんの励ましの言葉をもらった事今でも忘れません。 

四度目のお産にして帝王切開、今までに経験した事の無い大変なお産だったけれども、もう二度と経験できない、大切なわが子のお産、とても素晴らしい

皆さんに支えられ、経験する事が出来ました。心から感謝しております。 

最後に・・・ただひとつ悔いが残るのは・・助産所でお産が出来なかったこと。もし、もう一度神様が機会を与えてくれるのであるならば、私は助産所で

のお産を希望する事でしょう。そして私らしい お産をもう一度 助産師さんと共に考えてみたい・・・・・・・・そう思うのです。 

本当にありがとうございました。今後の皆様のご活躍心からお祈り申し上げます。 

 

 

病院出産に移行された利用者さんの感想です。 

    ご本人の承諾のもと、原文のまま記載させていただきました。 

  平 均 

妊娠週数 38 週 6 日 

分娩時間 5 時間 45 分 

病院到着～出生 4 時間 19 分 

児体重 3047ｇ 

アプガールスコア 9 点 

 

 

ケース１：軟産道強靭 

予定日を過ぎても産道が硬く、分娩誘発

し、2 日間かけて出産 

ケース２：産後出血 

子宮頚部深部裂傷にて産後に 1300ml 以

上の出血 

ケース３：緊急帝王切開 

早期破水し経過観察中、胎児機能不全で緊

急帝王切開 

妊娠経過が正常なら、分娩も正常とは限りません 

3 例が助産所分娩から 

医師管理に移行 

 （右欄 ケース 1～3 に掲載） 

＜利用者の平均＞ 

＊アプガールスコア：生まれたときの健康状態を 

点数化したもので 7 点以上が正常です。 
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A：「繰り返し健診に通うことで母子にとって自然なお産をするところだということがわかった。」 

  ＊バースプランをもとに出産への思いを助産師と共有したり、安産となるような身体作りや、ご家族が一緒に妊娠経過

を分かっていただけるように心がけています。お母さんの産む力と赤ちゃんの生まれてくる力がよりよく発揮され、

ご家族揃って元気な赤ちゃんが迎えられるよう助産所のスタッフがかかわります。 

 

A：｢助産師さんと話すことで助産所の考え方もわかったし、自分のことも理解してもらえた。」 

  ＊健診の待ち時間を利用して保健指導の他、院内助産所に行ったり、病棟を見学したりします。ご家族で来ていただく

とイメージもしやすく、お産の当日にお子さんが戸惑うことも少ないようです。また、何気ないおしゃべりを通して

スタッフと利用者さん家族との距離が縮まっているように感じます。 

 

A：「事前にＤＶＤを見ることでお産までの流れがイメージでき、出産に対して前向きな気持ちになることができました。」 

  ＊健診やお産の準備クラスを通して、お産のシミュレーションを行っています。また、聖隷三方原病院では院内助産所

で出産された方のご家族が撮影したＤＶＤをみることができます。院内助産所の中央の柱一杯に貼り出された出産直

後の家族写真をご覧になると、更にイメージがしやすいようです。 

 

A:「『みんなで赤ちゃんを迎えよう』という雰囲気があって陣痛から出産までを楽しめました。」 

  ＊誰だって一人で陣痛を乗り越えるのは辛いことです。「必ずそばにいる」というのがしんしろ助産所の信条です。 

 

A：「子どもの相手をしてくれたため、とても助かった。子どもも徐々に慣れたため、出産時知っている人ばかりだから子

どもも安心できたと思う。」  

  ＊いずれも子どもさんと一緒に利用できます。また、産後通所・入所は家族単位でもご利用いただけます。 

 

A：「子どもが立ち会うことにも最初は少し不安があったのですが、立ち会うことができ、本当に良かったと思います。家

族の絆も深まった気がします。」 

  「○○にとって出産は特別なものではなく、赤ちゃんが生まれることはこういうこと、生命の誕生というものを当たり

前に受け入れられた経験だったのではないかと思います。」 

A：「一人目の時はミルクを足さないと不安でしたが、飲む量をはかり、評価してもらうことで母乳だけでも大丈夫かな、

と思えるようになりました。」 

＊母乳が出ていないかも…という不安やうまく吸いついてもらえないことにより、ミルクを必要以上に足している方が大

勢います。しんしろ助産所では哺乳の様子や赤ちゃんの体重増加などをふまえた上で、母乳分泌の状態を評価したり、

授乳方法を提案するなど無理のない母乳支援をおこなっています。 

A：「２週間健診で赤ちゃんの体重の増え具合を見てくれて安心できました。」 

  ＊しんしろ助産所では１ヵ月健診前に 2週間健診を行っています。もちろん 2週間にこだわらず、不安があれば早めに

お越しいただいています。 

 

 

 

 

 




